
は
し
が
き

本
書
は
、
２
０
１
９
年
６
月
に
刊
行
し
た
『
多
様
化
す
る
家
族
と
法
Ⅰ
〜
個
人
の
尊
重
か
ら
考
え
る
』
の
続
編
で
あ

る
。
前
著
は
、
主
と
し
て
個
人
お
よ
び
個
人
の
横
の
関
係
（
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
）
を
対
象
と
し
た
。
横
の
関
係
は
、

大
人
同
士
が
自
己
の
意
思
、
希
望
に
基
づ
い
て
親
密
な
関
係
性
を
構
築
す
る
も
の
で
あ
り
、
双
方
の
合
意
を
基
礎
と
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
個
人
と
し
て
の
自
立
や
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
視
点
で
論
ず
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
本
書
は
、
個
人
の
縦
の
関
係
（
親
と
子
）
を
対
象
と
す
る
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
に
な
る
ま
で
の
子

ど
も
の
育
ち
を
支
え
、
加
齢
や
障
が
い
に
よ
り
判
断
能
力
や
身
体
能
力
な
ど
の
衰
え
た
人
の
生
活
を
支
え
る
関
係
で
あ

る
。
支
え
る
側
と
支
え
ら
れ
る
側
の
合
意
に
基
づ
く
関
係
で
は
な
い
し
、
自
立
や
平
等
と
い
っ
た
言
葉
が
及
び
に
く
い

（
注
１
）

領
域
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
個
人
の
自
立
お
よ
び
横
の
関
係
の
多
様
化
、
対
等
性
は
、
縦
の
関
係
に
も
影
響

を
与
え
る
。
そ
も
そ
も
い
か
な
る
関
係
で
あ
れ
、
人
間
の
尊
厳
と
し
て
自
立
、
自
由
、
対
等
、
意
思
な
ど
の
理
念
を
体
現

す
べ
き
で
あ
る
。
本
書
は
こ
う
し
た
視
点
で
縦
の
関
係
を
論
じ
る
。

第
１
章
は
、
未
成
年
の
子
ど
も
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
タ
イ
ト
ル
は
、「
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
」
で
あ
る
。
子

ど
も
は
権
利
の
主
体
で
あ
り
、
保
護
の
客
体
で
は
な
い
。
親
や
社
会
は
子
ど
も
を
守
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
自
身
の
育

つ
権
利
を
保
障
し
、
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
義
務
が
あ
る
、
と
い
う
思
い
を
込
め
た
。

１
か
ら
４
で
は
、
親
の
別
居
・
離
婚
に
際
し
て
、
子
と
別
居
親
と
の
交
流
を
保
障
す
る
こ
と
が
子
の
育
ち
に
と
っ
て
重
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要
で
あ
る
こ
と
、
子
の
利
益
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
日
本
の
離
婚
の
８７
％
を
占
め
る
協
議
離
婚
制
度
の
改
革
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
子
を
権
利
の
主
体
と
し
て
捉
え
、
親
権
者
の
指
定
、
変
更
、
面
会
交
流
な
ど
に
関
し
て
、
子
は
自
己
の
意
見

を
表
明
し
、
そ
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
前
提
と
し
て
子
へ
の
情
報
提
供
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
子
は
父
母
の

養
育
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
離
婚
後
も
父
母
が
子
の
養
育
に
責
任
を
持
つ
制
度
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
な
ど
論
じ
る
。
５
か
ら
８
で
は
、
子
の
成
育
環
境
の
確
保
に
関
し
て
、
児
童
虐
待
に
お
け
る
児
童
の
保
護
と
親
権
の

規
制
の
あ
り
方
、
血
縁
上
の
父
を
法
律
上
の
父
と
す
る
機
会
を
子
に
保
障
す
る
制
度
、
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
上
で
重

要
な
戸
籍
へ
の
登
録
を
出
生
の
時
点
で
保
障
す
る
制
度
、
親
や
家
族
の
利
益
よ
り
も
子
の
利
益
を
優
先
す
る
養
子
制
度
へ

の
展
望
を
論
じ
る
。

第
２
章
は
、
高
齢
者
の
問
題
と
相
続
に
関
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
タ
イ
ト
ル
は
、「
家
族
を
支
え
る
」
で
あ
る
。

生
・
育
・
老
・
病
・
死
と
い
う
局
面
に
お
い
て
、
人
は
自
立
的
な
存
在
者
と
し
て
の
み
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
生

の
自
立
は
他
者
の
生
へ
の
依
存
を
前
提
と

（
注
２
）

す
る
。
こ
の
依
存
を
家
族
や
親
密
な
関
係
だ
け
で
担
う
と
、
共
倒
れ
や
虐
待
等

を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
。
家
族
と
社
会
が
連
携
し
て
分
担
、
協
力
す
る
視
点
が
必
要
で
あ
る
。

１
〜
３
で
は
、
介
護
保
険
制
度
と
成
年
後
見
制
度
を
、
高
齢
者
の
介
護
や
財
産
の
管
理
、
見
守
り
に
直
面
す
る
家
族
を

支
え
る
制
度
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
課
題
を
論
じ
る
と
と
も
に
、
家
族
介
護
を
支
え
る
に
は
、
認
知
症
の
高
齢
者
の
起

こ
し
た
事
故
の
法
的
責
任
を
社
会
が
担
う
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
４
〜
５
で
は
、
高
齢
者
が
遺
言
に
託

い

す
思
い
を
活
か
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
、
骨
肉
の
争
い
に
な
る
こ
と
も
あ
る
遺
産
分
割
に
つ
い
て
、
被
相
続
人
と
相
続
人
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の
関
係
性
を
尊
重
し
た
分
割
の
可
能
性
を
論
じ
る
。
高
齢
者
の
財
産
形
成
や
介
護
な
ど
に
貢
献
し
た
相
続
人
に
よ
り
多
く

の
財
産
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
は
、
家
族
に
よ
る
貢
献
を
支
え
る
こ
と
で
あ
り
、
相
続
人
間
の
実
質
的
な
平
等
に
つ
な
が
る

よ
う
に
思
う
。

本
書
も
前
著
と
同
じ
く
、
雑
誌
『
時
の
法
令
』
２
０
１
６
年
４
月
３０
日
号
か
ら
２
０
１
８
年
３
月
３０
日
号
ま
で
２４
回
の

連
載
を
基
に
し
て
い
る
。
連
載
終
了
か
ら
２
年
以
上
経
過
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
間
の
変
化
を
補
足
し
、
連
載
で
は
取
り

上
げ
る
機
会
が
な
か
っ
た
児
童
虐
待
や
子
の
養
育
費
の
問
題
も
加
筆
し
た
。

今
回
も
、
出
版
の
労
を
お
取
り
い
た
だ
い
た
朝
陽
会
、
連
載
原
稿
を
並
べ
替
え
、
読
み
や
す
い
内
容
、
表
現
の
工
夫
な

ど
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
雅
粒
社
の
み
な
さ
ん
に
、
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

（
注
１
）
金
井
淑
子
「
新
た
な
親
密
圏
と
女
性
の
身
体
の
居
場
所
」『
岩
波

新
・
哲
学
講
義
６

共
に
生
き
る
』（
岩
波
書

店
、
１
９
９
８
）
７３
ペ
ー
ジ
。

（
注
２
）
齋
藤
純
一
編
『
親
密
圏
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
２
０
０
３
）
ま
え
が
き
ⅶ
ペ
ー
ジ
参
照
。

２
０
２
０
年
６
月
２３
日

二
宮

周
平
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